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造 形 の 未 来 を 創 る 大 会 に

第 54回全国造形教育研究大会

大会長 芝 木 秀 昭

(北海道造形教育連盟委員長 )

1 は じ め に■ ●||::  |:   :■■1

北海道造形教育連盟が、「<い ま>く ここ><わ たし>

を基軸にして造形の未来を創る」を研究主題に21世紀最

初の記念すべき年、2001年 9月 に第 54回全国造形教育

研究大会北海道大会 in札幌,並 びに第 51回全道造形教育

研究大会を各地区サークル・札造連・札教研図工・美術

部と共に盛大に開催いたしますことに皆様と共に心から

喜び合いたいと思います。

2「′きの豊かさ」 と「生きる力を
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今、教育界は2001年の新 しい教育課程の完全実施を目

前に控え、第一の教育改革である明治初期の学制発布、北

海道造形教育連盟が発足 した頃の戦後の新教育への転換

時期であった第二の教育改革、そ してそれに次 ぐ第三の

大きな改革の最中にあ ります。

今、家庭や地域の教育力の低下が指摘されていますが、

学校教育でも混迷する時代に自分がどこに位置するか、自

分の存在の根拠が何であるか分からないという状態の子

供たちが見 られます。自分と他者との関わ りを見失 って

いる子供たちとどう関わ り、どう導いていくか、課題が

多々あります。

造形教育は、人と人、人とものとが触発 し合い、心の

安 らぎや安心感を味わえる活動、やりたいことが分かり、

自ら決定 し実現する喜びを味わえる活動、健全な精神と

自他や対象に対する誠実な心を育める活動を通 して「心

の豊かさ」や」生きる力」を育てていくことを目指 して

います。具体的なものとの関わりの中で自分を実感 し、自

らの手で何かをつ くり上げていく中でその実感をつなぎ

合わせ、「自分」として認識 し、他者と共通の体験活動を

通 して生き続けることの大切さを学ぶことを重視 し、研

究・実践を積み重ねているのです。

3 北海道造形教育連盟の基本理念 1織: : ″■ it,

私達は造形教育の基本理念を「豊かな心」と「生きる力」

を育む教育とし、毎年全道各地で研究大会を開催し、実
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践研究を続けてきました。

第 47回根室大会では「感性から発 し、躍動する力を育

む造形学習」を研究主題に、変化のある新時代に生きる

力を持 った人間を育てることを目指 し、人間形成の役割

を担 う教科 として存在価値を内外に確かめょうとしまし

た。

第 48回留萌大会は「楽 しさにひたり伸びやかに表す造

形活動と、共感 じ寄 り添 う指導」を研究主題に、個性や

創造性を重視 し、基礎的な能力を育て表現の喜びを味わ

うことに迫 りました。

第 49回オホーツク大会は「オホーック発 思 。創・喜 。

感～一人ひとりが創造的な喜びを実感するために～」を

研究主題に、子供一人一人が生き生きと創作活動を展開

し、自らの良さや可能性を発揮するよう、思 =個性・創

=創造・喜 =喜び・感 =共感の観点から迫 りました。

そして昨年の第 50回函館大会は「豊かな自分づ くりを

生かす想創活動」とし、一人一人の良さや可能性を生か

すことを根底に、豊かな人間性や生きる力の育成を目指

しました。

このように私達は一貫 して造形教育の大切さを問い豊

かな人間性や生きる力の育成を目指 したのです。

4 そして北から始まる造形の未来:ol●1 1=″″″:

北海道造形教育連盟は創立 51年目を迎えます。私達は

「北から始まる造形の未来」を合言葉に第 54回全国造形

教育研究大会の準備を進めてきました。全国各地の先生

方や造形教育に携わる方々と、そ して何よりも子供たち

とで「つ くる」こと、「表現する」ことの喜びを分かちあ

いたいと思います。

本大会が子供たちに「豊かな心」や「生きる力」を育

み、「<い ま><こ こ><わたし>を基軸にして造形の未

来を創る」手がか りとなる大会であったか、公開される

授業提案や五つの扉での提言、パネルディスカ ッション

中で忌憚のないご指導 ご批正を賜 りたいと思います。

し



大会研究主題『 〈いま)(ここ〉〈わたし)を基軸にして造形の未来を創る』

《五つの扉》をともにひらこう

第54回 全国造形教育研究大会

北海道大会研究局長  り|| 島  正  夫

77の授業 を公開   :

21世紀最初の全国造形教育研究大会がいよいよ開催さ

れます。私たちは、21世紀に生きる人間像に迫るために

「〈いま〉〈ここ〉〈わたし〉を基軸にして造形の未来を創る」

を研究主題として掲げ、17の授業 (幼稚園 3、 小学校 7、

中学校 6、 高等学校 1)を全国の皆さんに公開致 します。

授業 づ くりの荏

私たちは研究主題の具体化を目指 し、「いま感 じてほし

いことJ「 ここでつ くってほしいこと」「わたしにひらいて

ほしいこと」を柱として授業づくりに取り組んできました。

「感 じてほしいこと」は造形活動で大切にしたい らか」に

なります。「つ くってほしいこと」は造形活動の「内容」に

なり、そして「ひらいてほしいこと」は従来の言葉で言う

「題材の日標」や「美的価値Jと いうことになるでしょう。

さらにこの「ひらく」の中に、今までとは違う世界に降 り

立った 〈わたし〉の表現による夢や願いの実現された状態、

という意味を持たせました。私たちは子供が「ひらく」こ

とによって、内面が豊かになり、自分づくりや未来づ くり

に向かっていってほしいと願っています。

「ひらく」ということを子供の側からみると、“高まりの

自覚"と いうように考えることができます。小学校高学年
´
  以上の子供では “自己評価"と いう形で現れることが可能

~ 
で しょう。小学校低学年より下の子供では “ひたる"“没

頭する"な どの姿 として現れると考えています。

子供が「ひらくJ姿の現れこそ、造形活動が子供に提供

する価値そのものです。同時に、子供が く過去〉から 〈現

在〉への高まりを自覚する中で有能感や自己の可能性の広

が りを自覚するものであり、〈未来〉を紡ぎだしていく土

台となるものと考えてきました。ですから「ひらくJと い

う考え方を、授業構築や授業評価の観点の中で重要視 し、

「子供のひらく姿がみられたか ?」 を合言葉に研究を進め

てきたのです。

『
五 つの扉 」 が ら迫 る

私たちは今大会で、子供の「ひらく」姿を生むためによ

り具体的な造形活動の観点となり、その後の研究討議の切

り□となり得るように『五つの扉』【①遊びと造形、② も

の 。材料 (環境)と 造形、③コミュニケーションと造形、

④暮 らしと造形、⑤個性と造形】を設定 しています。これ

は、平成 8年の第 46回「全道造形教育研究大会 札幌大

会」において『8つ の扉』【①遊びと造形、②造形 ともの 。

材料、③造形と環境、④造形とイメージ、⑤造形とメディ

ア、⑥造形個性、⑦造形と技、③造形と鑑賞】として提起

し、継続 して研究 してきたものを再考察 し、発展・統合さ

せたものです。

私たちは、この『五つの扉』を開 くことで、子供の「ひ

らく」姿を求めいくことにしたのです。「題材の目標」は

適切であるのか ?そ の「内容」に子供が没頭できる造形的

な豊かさや魅力があるのか ?そ して、今の自分がもってい

るよさが、場所や材料との実感を伴ったかかわ りの中で共

鳴し合うものとなっているのか ?時には試行錯誤をしなが

ら、子供の「ひらく」姿を見つめてきました。

また、私たち北海道造形教育連盟は、幼稚園、小学校、

中学校、高等学校の校種の壁を取 り払った中で、授業交流

をはじめとした研究を進めてきました。今大会での提言に

も開催地札幌だけでなく全道各支部から各校種の多様な実

践が発表されます。この公開授業および提言において、『五

つの扉』から幼稚園から高等学校までの子供たちの「ひら

く」姿を、全国の造形教育の仲間の皆さんにご覧いただき

たいと考えています。そして、北海道の主張を「うるおう」

「ひたる」「かかわる」「わかちあう」子供の姿を通 して、捉

えていただければ幸いです。

さあ、『五つの扉』をともにひらきましょう。

造形の末来ヘ

私たちは、豊かな自然に恵まれおおらかで開放的なこの北

海道の独自性を遺憾なく発揮 し、未来へ「生きる」エネル

ギーとして「夢」「想像力」胎」造力」を大きく育む大会、ま

さに、『北からはじまる造形の未来』足り得る大会にしたい

と、固い決意と熱い思いで、全国の皆様をお迎えします。
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全道の仲間の力で、大会を盛り上げよう !

第 54回
:ヒ 1:lttI)【三竺≧inオL劇晃茎富   会

■ ■  出 目

も ノ

第 5¶ 回 全道造形教育研究大会

研 究 主 題

こ〉〈わたし〉を基軸にして造形の

1ぎ

彩

ル

未来を

ひらく

5つ の扉

纂 ろ

私たちがめざす授業に向け

て、未来を開く「5つの扉Jを
窓□として授業構築や研究討議

を重ね、未来に生きる「造形ボ

ックス」として実践を整理・集

約してきました。

本 質 を見 抜 く力 や そ の 子 ら

しい創造性を発揮 しなが ら、主

体 的 に 問題 解 決 に 向 か う 中 か

ら 〈わ た し )ら しさ に 気 づ い

て い き ます 。

子 ど もが 主 体 的 に 問題 解 決

に向 か う こ とか ら、 自分 の 中

の新 しい (わ た し )に 気 づ い

て い き ます 。
自分の周 りをよ り豊かに して

いこうとする造形活動や、子 ど

もの感性や美的感覚を沸 き立 た

せる生活環境への働きか けか ら

せ ま ります。

(わ たし)が感性や美的感覚を

沸き立 たせ、生活環境へ働きか

けることか ら、暮 ら しに「うる

おい」が生 まれ ます。

「もの」との対話 、地域資材 の

可能性 、新 しい「もの」 と「人 」

との関係 など、子 どもが 「もの」

とかかわ り、取 り組んでい く姿か

ら子 どもの未来 を見つめます。

繰 り返 し くもの )に「かかわり」、

つ くり続 ける姿から子 どもの未来

を見つ め ます。

子 どもたちは身体全体を使つた

遊びの中で物を感 じ、捉えていき

ます。身体感覚 でものを捉えるこ

とから くわたし)ら しさにせまり

ます。

自分の世界にたつぶ りと「ひた

る」ことで、(わ た し)ら しい造

形表現が生 まれ ます。

(わ た し)と 〈わた し)が一緒

にものをつ くり、互いに理解 し合

い、心を伝えふれ合う中で、新 し

い (わ たし)を見つめていきます。

互いに理解 し合い、心を伝え合

う中で、新 しい (わ た し)を ひら

いていきます。

ま〉〈

ン ル
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9月 6日 (冽 )ヽ

大
学
部
会

…・ ,1受:|.:付 ::::,

全小図連

全中美連

代議員総会

=1111■
13:受:   付 ■r rl,1■11==

開 式

全 体 会 (大会宣言・ 基調提案)

会場 :ホテルライフォー ト札幌

記念講演会

要義:と感性と:創  :羞 i最 ぐ:く :む|

9月 7日  (1金 )

なかのしま     幌 南      三角山

幼稚園      小学校      小学校

吐遅 藤 友 一麗 氏

文部科学省初等中等教育局視学官

◇講師紹介◇

昭和 18年 (1943年)横浜市に生まれる。

東京芸術大学美術部卒業。

日本感性教育学副理事長。

関東教育学会 。日本道徳教育会会員

8:30
9:00

10:30

12:30

14:30

15:10

17:00
18:00

受  付 ■■1受…付■■ヽ|

一斉授業

公  開

階段式授業

公 開

階段式授業

公 開

分科会

研究討議

分科会

研究討議

分科会

研究討議

昼食・移動 昼食・移動 昼食・移動

歓迎演奏会 (道新ホール)

ヽ      記念講演会

遠藤友麗氏 (文 部科学省視学官 )

移 動

レセプション (サ ッポロビール園)

V 9月 8日  (E土 )

会場 :札幌芸術の森

テ|マ 1警:1:11曳盆if鷲≒|

ヽ J丁 こ つ W瞬 こ 1`

○コーディネーター

村瀬 千樫 氏 (北海道教育大学教授)

○パネ リス ト

岩崎由紀夫 氏 (大阪教育大学助教授)

水島 尚喜 氏 (聖心女子大学助教授)

金丼 秀男 氏 (北海道造形教育連盟顧問)

9:30
10:00

10:30

12:00
12:30

13:00

受
一

付
一

ワーク

ショップ

全国実践

バザール

パネルディス

カッション

5つの扉のそれぞれにおいて期待される子

どもの姿が『ひらいた』姿であり、その具

体的な『ひらいた姿』に、4人のパネラー

が熱い討論を通 して迫っていきます。

＼

全国実践

バザール

終了 。後始末
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第 27回 奨 励 賞 作 品

札幌市立新陵小学校

6年  千 葉 彩 香

主 催 北海道造形教育連盟

北海道新聞社

後 援 北海道教育委員会

協 賛  さっぱろ東急百貨店

北海道教育美術展は全道各地の保育所、幼稚園、小学校、

中学校の子供達の作品を集めた道内最大規模の展覧会で

す。子供の想いにああ、れ、素直でのびのびとした作品が多

く、指導者の熱意とともに全国的に高 く評価されています。

今年度 も子供 らしく楽 しい作品、豊かな感性にあ応、れた

作品を期待 しております。日常の学習活動の中で取 り組ま

れた作品を多数応募 くださいますよう、お願いいたします。

膳  規
■絵画、版画、デザイン等の作品とし、学校 (園 )を窓回と

して応募する。

■大きさは4つ切り (4つ切り以下の作品は4つ切り大の台

紙に貼る。中学生は8つ切り大の台紙も可)

■一人1点の出品とする。新 しい表現の作品や半立体の作

品についても次のような基準内で応募できます。

・積み重ねてもつぶれない、かさばらないもの。

・接着が強固ではがれないものであるもの。

・画鋲で展示が可能な重量であるもの。

応 募 先 〒006-0921 札幌市中央区南 21条西 5丁 目 |
札幌市立幌南小学校 北海道教育美術展 宛 |

部 事 務 局 紹

監  査 内

事務局長 藤

会計部長 冨

庶務部長 池

研究部長 櫻

事業部長 田

広報部長 中

暢 一

正 治

泰

悦 子

豊

牙0 男

正 光

(美 唄 市 立 中 央 小 長)

(札 幌市立上野 幌小長)

(札 幌 市 立 八 軒 小 長)

(本L幌 市 立 円 山 小)

(本L幌 市 立 北 園 小)

(本L幌 市 立 白 石 小)

(札 幌 市 立 月 寒 東 小)

問合わせ先 札幌市立創成小学校 不肩 賞     ‖頂

様式会社サリラリレリ‖ス國目
TEL 011-241-1756  FAX 011-241-1757

奨励 賞作 品で研修 しませんか ?
奨励賞の作品は貸し出しをしています。スライドも用意しています。研修会などにご活用ください。
(貸出料・送料は実費負担です。)申 し込みは事務局へ !

平 成

委 員 長 芝

副委員長 及

〃  絶

〃      雇ヨ

〃     デキ

″      えE

監  査 若

13年度

木 秀 昭

川 輝 夫

面 禾0子

田 英 夫

蔭 隆 博

川 佳 徳

竹 隆 邦

役 員 ・ 本

(札 幌 市 立 幌 南 小 長)

(旭 川市立東鷹栖 中長)

(函 館 市 立 大 森 小 長)

(千 歳 市 立 青 葉 中 長)

(池 田 町 池 田 中 長)

(本L幌 市 立 札 幌 中 長)

(熊 石 町 立 雲 石 小 長)

介

田

井

田

田

田

□

居
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地区サリ勿  ,①③ooO③
OO③③⑪●①③③⑪OO碧

十勝造形サークルは新入会員の入会がほとんどなく、会   当連盟は、根室管内1市 4町の小 。中学校の会員で構成

員が最近減少してきています。 しかし、年齢的に若い会  されております。歴史的には昭和44年 4月 発足という事

員が多く、パワーを感 じています。昨年から会員全員で  で、なんと30有余年の伝統を背にして今日に至っており

14年度に控えた全道大会にむけて準備を帯広と進めてい  ます。現在 17名 の会員数。

るところです。 平成の時代に入ったあたりか ら、いよいよ会員数の減

●十勝造形サークル

「造形活動を若さで進めるパワー」

堂に会する機会が少ないので忘年会をかねて実技研修を

行っていてこれが一番のお互いの交流の場になっています。

●根室造形教育連盟

「新体制での発進 を目指 して」

座)の中から岬幹:起

=:し

ていく発想と実践です。当面、こ

つつ、新世紀の幕開けと共に当

/

造形サークルの活動の様子を紹介 します。十勝で行わ  少傾向や構成員の世代交代の最中において会費徴収は勿

れている「十勝子ども大会Jの審査や展示では毎年積極 :.・ 論のこと、単年度事業にかかる各種団体助成金等の申請

、″  的に手弁当で参加協力 して くれています。 事務手続き処理が全道的に年々面倒な傾向になってきた

作品展示の期間は短いのですが,多 くの保護者などが子  のは否めません。これでは、弾力的運用も儘にならず、結

ども連れで大勢作品を見に訪れます。 構窮屈な形で着実にこなさなければならないわけで、“創
これもサークルの会員一人一人の努力の積み重ねが認  意工夫の発揮"・を幕剣に期せねばなりません。

められ管内の各学校にも浸透し管内全域から応募があり、   そこで、実践例としては、|こ こ2～ 3年前から管内の各

十勝管内の権威ある作品展:と して造形活動の一翼を担っ  種機関や団体に呼びか|ズ
・

単独事業を避けてなるべく《共

ています。また、管内サ■クル研究大会の図工・美術部  催》という形の連携プレ」:をi実現する方向に転換するよ

会への参加も多く、活発な授業の話し合いや研究発表な  うになってきました。1市 4町の各図工・美術サークル(同

どの交流が盛んです。毎年少人数の会員でありながら一  好会)の活動計画や根室教育研究所等の事業企画(実技講

本研究会は、学校の全職員がそれぞれの研究課題に合わせて、部会を選択 し、一年間活動する形になっています。

現在は、図工・美術部会では、各学校の図工・美術担:当 の先生方を中心に,日 常の実践交流や小樽市の児童生徒の小

中図工美術展を主催 したりといった活動を行っています。本会は今まで造形連盟との接点があまりありませんでした

が,図工・美術教育の動向を知る大切な機会として,会の中に広く参加を呼びかけているところです。

会員は現在小学校 45名 ,中学校 14名 で構成されています。部会は,小学校 。中学校と二つの部会に分かれています。

小学校部会では,過去に絵画の領域,工作の領域などに分かれて研究を進めてきた時期もありましたが,現在は学年ごと

のプロックに分かれて,実際に指導 してみての悩みや指導上の工夫など交流 し合っています。専門が図工ではない先生

方が多いこともあり,話 し合いの中でも特に指導技術の情報交換が活発で,会員の技術向上についての関心は高いと思われます。

図工の研究会の回数は年 5回予定され,一斉部会以外でも,美術館鑑賞会や実技講習会なども開かれています。図工美

術教育の指導者の底辺拡大をめざし,ょ り実践に生かすことができる会を模索中です。

(小樽市立忍路中央小学校  竹生 元〉

◇ 3月 に留萌管内児童 。生徒版画集『版』(第 10集)を発刊。残部
があります。ご希望の方は 留萌市立緑丘小学校 斉藤 友昭
【丁EL 0164(42)1294】 までご連絡下さい。

◇新たに設立された上川造形教育研究会の初年度の歩みをまとめ
た「平成12年度 研究収録」を4月 に発刊。盛り沢山の実践と事
業が修められています。問い合わせ先…美瑛町立字幕別小学校
坂里予 ;間 ,台 【丁EL 0166 (92)3715】

地区情報をお寄せ下さい
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○広報部/小泉 誠,東 尚典,山室ゆか り,太田寿栄子,富田賢司,中 山龍男,加藤正幸,土肥宏充,中 居正光


